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成東駅南側周辺 

第４回まちづくり協議会を開催しました！ 

 平成27年1２月６日(日)に、
平成27年度 第４回まちづくり
協議会を開催しました。 
 当日は16名の会員に出席い
ただき、右記の2点に関する報
告と内容について協議を行い
ました。 

           ｢交流の実践｣ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの活動報告・協議の内容 

  １１月上旬から、ワーキンググループが写真展・出
店イベントに関する募集を開始したことから、常任委員
の鈴木さんから、応募状況の報告等をいただきました。 

【第４回まちづくり協議会のテーマ】 

 ｢交流の実践｣ワーキンググループの活動報告・
協議 

 （仮称）成東駅前観光交流センターの計画に関
する説明・協議 

【座長の中谷先生のまとめ】 

 皆さん、応募へのご協力をお願いします。 
 また、写真クラブやNPOなどの団体に話を持ちかけてはどうかと思います。 

資料１ 

協議事項１ 

協議会での説明の様子 

市役所ロビーでのポスター掲示 

ワーキンググループからの報告事項 

■写真展・出店者応募用紙の配付状況 
・写真展の応募用紙を成東駅周辺の世帯に各戸配付 
・人の集まるところに各応募用紙を設置 
        （市役所、銀行、農協など） 
・商工会を通じて会員に各応募用紙を配付 
・学校関係（城西国際大、成東高校等）に写真展応募用紙
を配付 
・ポスター掲示（市役所ロビー、のぎくプラザ） 
 
■１１月末時点の応募状況 
 写真展・出店について数件の応募があるが、応募数を増
やしたい。 

ワーキンググループからの依頼・提案事項 

■写真展への応募及び周辺への声がけ【依頼】 
 駅の写真に限らず、駅周辺一帯で撮影した写真を探して
戴き、応募いただくよう依頼がありました。 
 
■出店者説明会へ参加依頼【依頼】 
 出店に興味がある方に、１２月１３日に開催する出店者
説明会に出席していただくよう依頼がありました。 
  
■防災行政無線（戸別受信機）でのお知らせ【提案】 
 市が朝晩に戸別受信機向けに放送している行政情報で募
集ができないか提案がありました。 



               （仮称）成東駅前観光交流ｾﾝﾀｰの計画に関する説明・協議 

 第３回協議会での意見を受け、対応方針及び
対応案を、（仮称）成東駅前観光交流センター
の基本設計を行っている市の担当者と、有限会
社kwhgアーキテクツさんからご説明いただき、
意見交換を行いました。 

当日の提案資料は、現在、市役所内部で調整中のもので
あるため、内容が固まり次第、追ってご報告いたします。 

協議事項２ 

模型と平面図を用いた説明の様子 

番号 第3回協議会で寄せられた意見 設計への対応結果 

１ 着雪対策への考え方を検討してほしい。南側については雪止め金物の設置を検討します。 

  
２ 観光客が駅を降りたときに、人の動線

を呼び込むような仕掛けをしてほしい。

  

駅出入口と観光交流センターは約60m離れていま
す。 

基本的に60ｍ離れた室内の認識は非常に困難であ
るため、総合案内板・大型サイン・館名サイン・
ガラスの透過を勘案し、段階的に誘導することを
提案します。  

３ 開放的なイメージで、みんなが楽しみ
ながらも、ゆったりとくつろげる建物
にしてほしい。 

さまざまな空間的な工夫を凝らすことで利用者が
楽しみながらもゆったりとくつろげる開放的な建
築を目指します。 

４ 屋根など建築物だけではなく、案内板
や文字、ピクトグラムなど、細部につ
いても一体感を持つような工夫をして
ほしい。 

今回、駅前広場の施設サイン（一般車乗降所
etc）デザインをセンター設計事業者へ依頼する
ことにより、駅前広場も含め統一したサイン計画
とします。 

５ 利用者が安全に利用できるよう、防犯
面への配慮を行ってほしい。 

防犯カメラの設置について、予算の範囲内で可能
か検討してまいります。 

６ 電車を待つ人たちが、くつろぐことが
できる空間としてほしい。（温かい飲
み物が出せるような運営など） 

簡易な喫茶販売ができるよう、運営上の検討をし
ます。 

■第３回協議会意見への対応 

■設計者からの対応案に対する意見交換 

センターの入り口に山武市を
象徴するものを使った施設銘
板を掲示してほしい 

様々な障がいを持った人が
利用できる多機能トイレなど、
誰もが使いやすいようユニ
バーサルデザインへの配慮
を検討してほしい 

施設内を多様に使うことがで
きるよう、家具類は固定せず
自由に使うことができるよう
にしてほしい 

展示などがしやすいよう、吊
り下げやピクチャーレールな
どの設置などに配慮してほし
い 

オープンカフェやイベントなど
で屋内外が一体的に利用で
きるよう、ガラス窓やオーニ
ング（テント）などの工夫を検
討してほしい 



                提言書の記載事項に関する協議 

 これまでの検討経緯をとりまとめ、「駅前広場整備をきっかけとした交流のあり
方」を提言するため、提言書の骨格について協議を行いました。 

協議事項３ 

■駅利用者を誘導する「おもてなし」の工夫 

駅前広場と（仮称）成東駅前観光交流センターが一体感をもつよう、デザインや
動線への配慮を要望します。 

なお、協議会においては、以下のような意見が出されています。 

 （仮称）成東駅前観光交流センターのあり方 ※抜粋 

【（仮称）成東駅前観光交流センターの外観及び動線に関する意見】 
 
・観光客が駅を降りたときに、人の動線を呼び込むような仕掛けをしてほ
しい 

・誰かに「いらっしゃい」と声をかけてもらえるような、人が介在してい
る場所が駅に面するようにしてほしい 

・開放的なイメージで、みんなが楽しみながらも、ゆったりとくつろげる
建物にしてほしい 

・屋根など建築物だけではなく、案内板や文字、ピクトグラムなど、細部
についても一体感を持つような工夫をしてほしい 

・センターの入り口に山武市を象徴するものを使った施設銘板を掲示して
ほしい。 

・利用者が安全に利用できるよう、防犯面への配慮を行ってほしい など 

■「おもてなし」をしやすくする使いやすさの工夫 

（仮称）成東駅前観光交流センターが、おもてなしする側・される側双方が利用
しやすい施設となるよう、配慮を要望します。 

なお、協議会においては、以下のような意見が出されています。 

【（仮称）成東駅前観光交流センターの使いやすさ向上に関する意見】 
 ・様々な障がいを持った人が利用できる多機能トイレなど、誰もが使いやすいようユニバーサルデザ
インへの配慮を検討してほしい 

・施設内を多様に使うことができるよう、家具類は固定せず自由に使うことができるようにしてほし
い 

・展示などがしやすいよう、吊り下げやピクチャーレールなどの設置などに配慮してほしい 

・施設内で、いろいろなお店や観光案内の情報が一度に入手できるとよい 

（情報提供方法の一例） 

 →スマートフォン用や紙で統一フォーマットや共通仕様を作る 

 →情報端末を設置して、必要な情報を印刷できるようにする 

 →既存のパンフや今あるものを有効利用する 

・センター内で配付するパンフレットを、来場者が眺めて整理できる 

 テーブルがあるとよい 

・観光案内を受けて色々な場所を訪問するため、レンタサイクルがあると良い 

・山武のお土産の案内をできるようにしてほしい 

・お茶のおもてなしや飲食の提供ができるようになるとよい（ただし、給茶機のセルフサービスは機
械的で好ましくない） 

 



 成東駅南側のまちづくりについて、皆様のご意見を事務局へお寄せください。 
 なお、いただいたご意見は、協議会で報告するほか、この協議会ニュースでご紹介させていただ
く場合がありますので、ご了承ください。     【ご意見送付先】  
 山武市都市整備課  
 成東駅南側周辺まちづくり協議会事務局  
 〒289-1392 山武市殿台296 

 ファクス：0475-82-2107 
 電子メール：toshiseibi@city.sammu.lg.jp 
  ※ファクス、電子メールは共用ですので、宛先をご記入ください。 

 2016年２月21日に、写真展やおもてなしイベント
等を行う社会実験、 

「成東今昔物語～駅のある風景を集め、未
来へなげよう」を成東駅周辺で開催します。 
 

 写真展では、成東駅前に関連する写真や絵画の展示
を行います。成東駅前が大きく変わろうとしている今、
成東駅前の古い写真・新しい写真や絵画など、エピ
ソードを添えてお寄せください。 
 

 詳しくは、広報さんむ11月号及び、市役所都市整備
課などで配布するチラシをご確認ください。 

社会実験（写真展）への写真・絵画等作品の出品を募集します！ 

お知らせ 

応募締切：2015年12月28日（月） 
 

たくさんのご応募、お待ちしております！ 

次回の協議会（1月開催予定）では、写真展で展示する写真や絵画の確認を
行い、展示方法等について協議を行う予定です。 

・オープンカフェやイベントなどで屋内外が一体的に利用できるよう、ガラス窓やオーニング（テン
ト）などの工夫を検討してほしい 

・電車の待ち時間を活用できる場所になるとよい 

（有効利用の一例） 

 →書籍を置くスペース  →学生が学習できるようなスペース 

・来場者がゆっくり過ごせる施設になるとよい など 
 

【山武市観光協会様からの意見】 
・観光交流センターの敷地内に駐車場の確保を要望する 

・新たな施設が整備され来訪者の利便性の向上と協議会で交流のあり方を検討していること
は大変良いことと思うが、わが街ご案内処（観光案内業務、協会事務所）としてその任にあ
たっている立場とし、新施設の運営方針がはっきりしていないので、今後の観光協会事業運
営に懸念がある 

・新施設でも案内業務、一部協会事務所となるのであればハード、ソフトを含めて今後も気
持ちよくおもてなしができるよう、市は運営方法の検討について市内部及び観光協会との密
接な協議を行っていただきたい など 

皆様のご意見をお寄せください 


